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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨  

  棚栽培における‘ラ・フランス’の安定生産に適した中間台木を選抜するため、‘ホクシヤマナシ’実生台

に、‘OHF97’（オールド・ホーム×ファーミングデール)、‘オールド・ホーム’、‘ブーレ・アルディ’、‘ウィンタ

ー・ネリス’‘ラ・フランス’（対照）の５品種の中間台木について生産性に及ぼす影響を調査した。 

（１）樹体生育では、‘ブーレ・アルディ’が樹冠占有面積、中間台部幹周で中庸な生育であったが、穂品種幹

周は最も小さくなった。また、穂品種に対する中間台木の台負けでは、対照樹を除く中間台木の中で最も低

く、‘ラ・フランス’との接ぎ木親和性は良好であった。  

（２）収穫量では、‘ブーレ・アルディ’が８カ年のうち６カ年で多く、初結実からの累積収量が最も多かった。ま

た、前年に対する収穫量増減の標準偏差が小さく、隔年結果性が低かった。穂品種幹断面積及び主枝長に

対する収穫量でも、‘ブーレ・アルディ’が最も多く、生産効率が高かった。 

（３）せん定量では、‘ブーレ・アルディ’が夏季・秋季・冬季のせん定量が少なく、せん定作業の省力化が可

能であると判断された。 

（４）果実品質では‘ブーレ・アルディ’は、果実のRM示度が高まる傾向にあり、特に追熟果でその傾向が顕

著であった。また、障害果の発生では、石ナシ果、追熟障害果の発生が中程度であった。 

（６）以上の結果、‘ラ・フランス’の棚栽培に適した中間台木として、収量性・生産効率性が高く、栽培管理

（特にせん定作業）の省力化が図られることから、総合的に‘ブーレ・アルディ’が適すると判断された。 

 

２ 期待される効果 

 新規に‘ラ・フランス’植栽する場合、生産性、果実品質が向上し、また、せん定作業の省力化が図られる。 

 

３ 適用範囲  

県下全域   

 

４ 普及上の留意点  

（１）中間台木を利用した場合、台木に穂品種を直接接いだ苗木より１年遅れるので、中間台木接木翌年

に、確実に穂品種を接ぎ木できるように肥培管理を徹底する。 

（２）定植樹の植栽距離は、６ｍ×６ｍを基準とし、土壌の肥沃度に応じて植栽距離を決める。 

（３）中間台木の特性を生かすため、適期栽培管理に留意する。  



 

 


